
三
条
市
に
お
け
る
地
域
医
療
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
圏
域
外
搬
送
が
依
然
多
い
中
で
、
県
央

基
幹
病
院
が
機
能
し
始
め
た
と
し
て

も
、
今
現
在
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
る

既
存
の
各
医
療
機
関
等
に
は
救
急
患
者

の
受
け
入
れ
を
維
持
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
各
医
療

機
関
に
対
し
三
条
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
働
き
か
け
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
県
央
地
域
救
急
医
療
連
絡
協
議
会
の
中

で
も
医
療
機
関
相
互
の
役
割
分
担
、
連

携
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お

り
、
医
療
現
場
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
つ
い
て

問
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
な
ど
市
内
に
お

い
て
認
知
度
は
低
い
も
の
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
周
知
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
認
知
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
の

自
治
会
長
協
議
会
や
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
会
議
の
場
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
地
域
住
民
が
集
ま
る
場
に
出
向
い

て
説
明
し
た
り
、
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

強
化
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組

み
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
。

南
四
日
町
二
丁
目
地
内
の
側
溝
ふ
た
に
つ
い
て

問
そ
の
後
の
対
応
は
。

答
今
後
は
地
元
地
先
と
再
協
議
し
、
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

風
力
発
電
等
へ
の
企
業
助
成
の
成
果
に
つ
い
て

問
助
成
金
額
、
そ
の
後
の
展
開
、
成
果
は

ど
う
か
。

答
開
発
成
果
品
を
燕
三
条
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、市
民
理
解
を
図

る
。24
年
か
ら
26
年
ま
で
の
４
２
０
０
万

円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
あ
る
。

自
治
会
に
つ
い
て

問
自
治
会
長
報
酬
の
見
直
し
、
決
算
報

告
、
女
性
登
用
、
要
望
の
達
成
度
は
。

答
報
酬
と
し
て
個
人
に
支
払
い
、
自
治
会

に
は
支
払
い
は
し
な
い
。
行
政
連
絡
会

で
明
朗
な
運
営
を
行
う
よ
う
お
願
い
し

て
い
る
。
要
望
の
達
成
度
は
約
20
％

で
、
女
性
登
用
は
啓
発
中
。

み
ん
く
る
と
道
の
駅
に
つ
い
て

問
み
ん
く
る
の
経
営
、
道
の
駅
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
と
そ
の
事
後
処
理
は
。

答
み
ん
く
る
は
赤
字
が
出
て
も
引
き
続
き

財
政
支
援
す
る
。
費
用
対
効
果
を
考
え

て
の
蛍
光
灯
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は

予
算
が
な
い
か
ら
今
ま
で
ど
お
り
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
死
亡
事
故
に
つ
い
て

問
警
察
発
表
を
受
け
て
ど
う
か
。

答
本
人
に
よ
る
転
落
過
失
推
定
は
、
市
と

し
て
取
り
下
げ
な
い
。
開
閉
ス
イ
ッ

チ
、
ロ
ッ
ク
機
能
設
置
な
ど
対
策
を
徹

底
。
再
発
防
止
に
万
全
を
期
す
。

新
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
り
組
み

問
平
成
26
年
度
の
主
要
財
政
指
標
の
改
善

要
因
と
悪
化
要
因
は
ど
う
か
。

答
経
常
収
支
比
率
に
お
い
て
は
、改
善
要
因

と
し
て
定
員
適
正
化
に
伴
う
職
員
数
の

削
減
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
、悪
化
要

因
と
し
て
は
業
務
委
託
の
増
加
に
よ
る

物
件
費
や
公
共
施
設
の
維
持
補
修
費
、

そ
し
て
公
債
費（
借
金
）の
増
が
挙
げ
ら

れ
る
。実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、

合
併
特
例
債
や
退
職
手
当
債
な
ど
の
元

利
償
還
金
の
増
に
よ
り
悪
化
す
る
も
の
。

問
正
職
員
数
の
平
成
27
年
度
の
目
標
は

８
５
０
人
で
あ
り
実
現
は
可
能
か
。

答
27
年
度
当
初
の
職
員
数
は
８
４
０
人
で

あ
り
、
27
年
度
の
計
画
よ
り
10
人
の
減

員
と
な
る
予
定
で
、
業
務
の
改
善
、
効

率
化
の
取
り
組
み
を
進
め
無
理
の
な
い

適
正
化
を
図
る
。

屋
内
練
習
場
の
建
設
に
つ
い
て

問
市
民
球
場
で
の
試
合
前
の
練
習
場
の
確

保
、選
手
の
競
技
力
の
向
上
の
た
め
、気

象
条
件
に
左
右
さ
れ
ず
、冬
季
間
で
も
屋

外
競
技
の
練
習
活
動
が
可
能
な
、屋
内

練
習
場
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
こ
れ
ま
で
も
要
望
を
受
け
て
い
る
。
今

後
総
合
計
画
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
在
り
方
を
整
理
し
て
い

く
中
で
検
討
課
題
と
し
て
い
く
。

三
条
市
の
基
礎
体
力
向
上
に
つ
い
て

問
障
が
い
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答
障
が
い
者
の
雇
用
に
積
極
的
な
県
外
業

者
と
具
体
化
に
向
け
て
調
整
中
。

討
　
論

  

日
本
共
産
党
議
員
団

　

議
第
20
号
三
条
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正
は
、地
域
経
済
に

与
え
る
影
響
も
大
き
く
反
対
。

　

三
条
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、期
限

付
任
用
職
員
報
酬
費
は
、不
安
定
雇
用
を

進
め
る
も
の
で
反
対
。合
併
10
周
年
記
念

事
業
費
の
う
ち
花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
容

認
で
き
な
い
。高
齢
者
等
公
衆
浴
場
利
用

サ
ー
ビ
ス
事
業
、高
齢
者
鍼
･
灸
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
は
廃
止
す
べ
き
で
な

い
。商
工
会
議
所
振
興
事
業
補
助
金
は
、本

来
市
内
商
工
業
者
全
体
に
目
配
り
し
、地

場
産
業
の
振
興
を
図
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
は
、一

部
の
エ
リ
ー
ト
育
成
を
目
的
と
し
て
お

り
、公
教
育
の
役
目
で
は
な
い
。

　

同
和
教
育
研
究
協
議
会
負
担
金
は
、国

の
同
和
事
業
は
既
に
終
了
し
て
い
る
。特

別
枠
で
教
え
る
こ
と
に
反
対
。

　

三
条
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
は
、累
積
赤
字
の
全
て
を
被
保
険
者

に
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
限
界
で
あ
り
、市

の
繰
り
入
れ
が
必
要
。値
上
げ
に
は
反
対
。

　

三
条
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
は
、廃
止
を
求
め
る
立
場
か
ら
反
対
。

　

三
条
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

は
、保
険
料
値
上
げ
が
低
所
得
者
に
大
変

重
く
、総
合
事
業
移
行
お
よ
び
高
齢
者
給

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
は
反
対
。

  

自
由
ク
ラ
ブ

　

本
定
例
会
に
お
け
る
全
て
の
提
出
議
案

に
賛
成
す
る
。

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、補

正
予
算
と
合
わ
せ
て
、新
た
な
総
合
計
画

に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

た
め
の
予
算
が
的
確
に
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、そ
の
計
上
内
容
に
加
え
、主
要
財
政
指

標
の
状
況
か
ら
う
か
が
え
る
適
正
な
財
政

運
営
へ
の
配
慮
か
ら
も
高
く
評
価
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、制
度
の
県
へ
の
運

営
移
管
が
平
成
30
年
度
と
決
ま
り
、平
成

29
年
度
末
ま
で
に
赤
字
を
解
消
す
る
こ
と

と
し
た
上
で
、国
の
交
付
金
の
獲
得
に
努

め
県
平
均
を
上
回
る
収
納
率
を
確
保
す
る

な
ど
努
力
は
顕
著
で
あ
る
。既
に
、こ
の
国

民
健
康
保
険
制
度
自
体
が
制
度
疲
労
を
来

た
し
破
綻
し
て
い
る
こ
と
を
国
は
率
直
に

認
め
、一
日
も
早
く
制
度
設
計
を
や
り
直
す

べ
き
で
あ
る
。

　

各
議
案
が
可
決
成
立
し
た
暁
に
は
、子

ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
響
き
、多
く
の
若

者
が
行
き
交
い
、活
気
あ
ふ
れ
る
産
業
が

在
り
続
け
る
未
来
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
に
な
る
こ
と
を
祈
り
、そ
の

た
め
に
も
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
積
極
果

敢
な
市
政
の
展
開
を
強
く
願
う
も
の
で
あ

る
。ま
た
、社
会
的
弱
者
に
対
す
る
視
点
を

失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、常
に
心
に
留
め

て
ほ
し
い
。

三
条
版
農
業
特
区
の
創
設
に
つ
い
て

問
下
田
地
域
の
自
然
を
生
か
し
中
山
間
地

の
農
業
振
興
を
産
官
学
一
体
で
図
る
べ

き
だ
。

答
多
極
分
散
型
の
一
つ
の
極
と
し
て
考
え

て
い
る
。
当
面
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を

進
め
る
中
で
足
場
固
め
を
し
た
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問
移
住
に
向
け
た
補
助
制
度
は
。

答
改
修
は
費
用
の
50
％
で
上
限
を
50
万
円

と
し
て
２
件
。
他
は
５
万
円
で
７
件
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

問
林
業
は
衰
退
し
、里
山
整
備
も
進
ま
な

い
。木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
は
中
山
間

地
に
住
む
市
民
に
と
っ
て
朗
報
で
あ
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
方
向
性
は
。

答
事
業
主
体
は
民
間
企
業
導
入
、
市
内
の

工
業
団
地
の
未
利
用
区
画
を
選
択
肢
に

入
れ
て
い
る
。

問
規
模
お
よ
び
木
材
調
達
法
は
。

答
５
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
で
年
間

６
万
ト
ン
必
要
。
三
条
お
よ
び
中
越
地

域
を
想
定
。

問
伐
採
後
の
植
林
対
応
は
。

答
民
有
林
造
林
事
業
補
助
制
度
を
活
用

し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

問
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の
公
共
施
設
へ

の
さ
ら
な
る
導
入
は
。

答
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
導
入
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
。

県
外
に
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

グッデイいきいきサポートセンター
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一
般
質
問

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

＆ＱＡ
議員と行政の

市
政
の？を

問
い
ま
し
た


